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Ⅰ 教育委員会

１ 教育委員会委員

柳原 正文 渡辺 勝志委員長

塩田 澄子 曽田 佳代子 山脇 健委 員 委 員 教育長

委 員

就任年月日

委 員 長 柳 原 正 文 平20. 9. 1 平20. 9. 1～24. 8.31

渡 辺 勝 志 平21.12.24 平21.12.24～25.12.23

委 員 塩 田 澄 子 平22.10. 4 平22.10. 4～26.10. 3

委 員 曽 田 佳代子 平23.10. 8 平23.10. 8～27.10. 7

教 育 長 山 脇 健 平20. 9. 1 平20. 9. 1～24. 8.31

２ 教育委員会会議

（平成23年１月～12月 回数14回）

議案件数 議案件数 議案件数事 件 事 件 事 件

規則等の制定・改正 37 7審議会等委員の委嘱・任命

人 事 関 係 4 文 化 財 関 係 2

予 算 関 係 12 そ の 他 10 合 計 72

委 員 長

職務代理者

委 員 長

職務代理者

役 職 名 氏 名 委 員 現 任 期
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３ 教育委員会の沿革

昭27.10. 5 教育委員会委員の選挙が実施される。

27.10. 6 教育委員に小川潔、西村伊勢松、塩

田寿代、日下辰太を決定する。

27.10.21 市議会選出委員に三宅幸夫を決定。

27.11. 1 岡山市教育委員会が成立する。

委員互選の結果、委員長に日下辰太、

副委員長に小川潔が選任される。

27.12. 1 教育長に堀野猛が任命される。

28.10.30 正副委員長改選。委員長に三宅幸夫、

副委員長に小川潔が選任される。

29. 5.30 議会選出委員三宅幸夫死亡により三宅

辰三郎が選出される。

29. 6.15 正副委員長改選。委員長に小川潔、副

委員長に塩田寿代が選任される。

29. 7.23 事務局庁舎を旧市警本部あとの庁舎

（大供 191の1 ）に移転。

29. 8.14 事務局機構一部改革、教育長室、庶務

課施設係を新設、学校調査係廃止、指

導室を指導課に変更。

30. 4.29 議会選出委員三宅辰三郎が任期満了に

より退任。

30. 5.31 議会選出委員に萩原香が選出される。

30. 6.15 正副委員長改選。委員長に西村伊勢松、

副委員長に塩田寿代が選任される。

31. 3.31 教育長堀野猛が退職。

31. 4. 1 事務局機構一部改革、教育長室を廃止。

31. 5. 1 事務局機構一部改革、学務課を学校教

育課に、指導課を学校教育指導係に変

更。学校教育課長国末保一を教育長代

理に任命。

31. 6.15 正副委員長改選。委員長に西村伊勢松、

副委員長に塩田寿代が選任される。

31. 8.31 教育委員総辞職。

31. 9. 1 「地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律」に基づく教育委員に秋山武夫、

山崎正隆、柴山茂子、松原光信、国末

保一が市長から任命される。

委員互選の結果、委員長に秋山武夫を

選出、委員長職務代理者に山崎正隆を

指定。教育長に国末保一を任命。

32. 8.31 委員松原光信が任期満了により退任。

32. 9. 9 教育委員に須賀広太が任命される。

32. 9.14 委員互選の結果、委員長に秋山武夫を

選出、委員長職務代理者に山崎正隆を

指定。

33. 8.31 委員柴山茂子が任期満了により退任。

33. 9.13 教育委員に山内尚子が任命される。

33. 9.22 委員互選の結果、委員長に秋山武夫を

選出、委員長職務代理者に山崎正隆を

指定。

34. 8.31 委員山崎正隆が任期満了により退任。

34. 9.29 教育委員に河原太郎が任命される。

34.10. 8 委員互選の結果、委員長に秋山武夫を

選出、委員長職務代理者に須賀広太を

指定。

35. 5. 4 委員長秋山武夫が死亡。

35. 6.17 秋山武夫の後任として服部克己が任命

される。

35. 6.18 委員互選の結果、委員長に服部克己を

選出、委員長職務代理者に須賀広太を

指定。

35. 8.31 委員服部克己、国末保一が任期満了に

より退任。

35. 9. 1 委員服部克己、国末保一が再任される。

委員互選の結果、委員長に服部克己を

選出、委員長職務代理者に須賀広太を

指定、教育長に国末保一を再任。

36. 9. 8 委員須賀広太が任期満了により退任。

36. 9.12 教育委員に稲田洋一が任命される。

36. 9.16 委員互選の結果、委員長に服部克己を

選出、委員長職務代理者に山内尚子を

指定。

37. 4. 1 事務局機構一部改革、社会教育課体育

係廃止、保健体育課新設。

37. 9.12 委員山内尚子が任期満了により退任。

37.10. 4 委員山内尚子が再任される。

37.10. 8 委員互選の結果、委員長に服部克己を

選出、委員長職務代理者に河原太郎を

指定。

38. 4. 1 事務局機構一部改革、庶務課施設係廃

止、施設課新設。

38. 9.28 委員河原太郎が任期満了により退任。

38.10. 4 教育委員に佐藤弘が任命される。

38.10. 7 委員互選の結果、委員長に服部克己を

選出、委員長職務代理者に稲田洋一を

指定。

39. 8.31 委員服部克己、国末保一が任期満了に

より退任。

39. 9. 1 委員服部克己、国末保一が再任される。

委員互選の結果、委員長に服部克己を

選出、委員長職務代理者に稲田洋一を

指定。教育長に国末保一を再任。



- 5 -

昭40. 9.11 委員稲田洋一が任期満了により退任。

40. 9.21 教育委員に西下賢治が任命される。

40.10. 1 委員互選の結果、委員長に服部克己を

選出、委員長職務代理者に山内尚子を

指定。

41. 9.30 教育長国末保一が辞任。

41.10. 1 教育委員に難波輝夫が任命される。

教育長に難波輝夫を任命。

41.10. 3 委員山内尚子が任期満了により退任。

41.10. 4 教育委員に山本尚子が任命される。

41.10. 5 委員互選の結果、委員長に服部克己を

選出、委員長職務代理者に佐藤弘を指

定。

41.12.21 委員服部克己が辞任。

41.12.26 服部克己の後任として大和人士が任命

される。委員互選の結果、委員長に佐

藤弘を選出、委員長職務代理者に西下

賢治を指定。

42.10. 1 委員佐藤弘が再任される。委員互選の

結果、委員長に佐藤弘を選出。

43. 8.31 委員大和人士、難波輝夫が任期満了に

より退任。

43. 9. 1 委員大和人士、難波輝夫が再任される。

教育長に難波輝夫を再任。

43.10. 4 委員互選の結果、委員長に佐藤弘を選

出、委員長職務代理者に西下賢治を指

定。

44. 7.15 事務局機構一部改革、学校教育課を廃

止し、学事課を新設。学校教育課指導

係を廃止し、指導課を新設。

44. 9.20 委員西下賢治が任期満了により退任。

44. 9.29 教育委員に中島保が任命される。

44.10. 4 委員互選の結果、委員長に佐藤弘を選

出、委員長職務代理者に山本尚子を指

定。

45.10. 3 委員山本尚子が任期満了により退任。

45.10. 4 教育委員に松本満寿子が任命される。

45.10.16 委員互選の結果、委員長に佐藤弘を選

出、委員長職務代理者に大和人士を指

定。

46. 5. 1 事務局機構一部改革、社会教育課文化

係を廃止、文化課新設。

46.10. 3 委員佐藤弘が任期満了により退任。

46.10. 8 教育委員に木原佑一が任命される。

46.10.22 委員互選の結果、委員長に大和人士を

選出、委員長職務代理者に中島保を指

定。

47. 8.31 委員大和人士、難波輝夫が任期満了に

より退任。

47. 9. 1 教育委員に佐藤次文、橋本進が任命さ

れる。

委員互選の結果、委員長に佐藤次文を

選出。教育長に橋本進を任命。

48. 9.28 委員中島保が任期満了により退任。

48.10.11 委員互選の結果、委員長に佐藤次文を

選出、委員長職務代理者に松本満寿子

を指定。

48.12.22 教育委員に甲元恒也が任命される。

49. 4. 1 事務局機構一部改革、民主教育指導室

を新設。

49.10. 4 委員松本満寿子が再任される。

49.10.11 委員互選の結果、委員長に佐藤次文を

選出、委員長職務代理者に松本満寿子

を指定。

50.10. 7 委員木原佑一が任期満了により退任。

50.10. 8 教育委員に中島博が任命される。

50.10.14 委員互選の結果、委員長に佐藤次文を

選出、委員長職務代理者に松本満寿子

を指定。

51. 4. 1 事務局機構一部改革、民主教育指導室

を民主教育指導課に変更。

51. 8.31 委員佐藤次文、橋本進が任期満了によ

り退任。

51. 9. 1 委員佐藤次文、橋本進が再任される。

委員互選の結果、委員長に佐藤次文を

選出。教育長に橋本進を再任。
52. 9. 6 委員互選の結果、委員長に佐藤次文を

選出、委員長職務代理者に松本満寿子

を指定。

52.12.21 委員甲元恒也が任期満了により退任。

52.12.23 委員甲元恒也が再任される。

53. 4. 1 事務局機構一部改革、保健体育課を廃

止し、学校保健課、市民体育課を新設。

53.10. 3 委員松本満寿子が任期満了により退任。

53.10. 4 教育委員に喜多嶋美枝子が任命される。

委員互選の結果、委員長に佐藤次文を

選出、委員長職務代理者に甲元恒也を

指定。

54.10. 7 委員中島博が任期満了により退任。

54.10. 8 教育委員に小林稔が任命される。

54.10.11 委員互選の結果、委員長に佐藤次文を

選出、委員長職務代理者に甲元恒也を

指定。

55. 8.31 委員佐藤次文、橋本進が任期満了によ

り退任。

55. 9. 1 教育委員に江草安彦、水谷靖が任命さ
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れる。

委員互選の結果、委員長に甲元恒也を

選出、委員長職務代理者に小林稔を指

定。教育長に水谷靖を任命。

昭56. 9. 1 委員互選の結果、委員長に甲元恒也を

選出、委員長職務代理者に小林稔を指

定。

56.12.22 委員甲元恒也が任期満了により退任。

56.12.23 委員甲元恒也が再任される。委員互選

の結果、委員長に甲元恒也を選出。

57.10. 3 委員喜多嶋美枝子が任期満了により退

任。

57.10. 4 委員喜多嶋美枝子が再任される。

57.12.22 委員甲元恒也が辞任。

57.12.25 甲元恒也の後任として横田勉が任命さ

れる。

58. 1. 6 委員互選の結果、委員長に小林稔を選

出。

58. 2.19 委員長職務代理者に喜多嶋美枝子を指

定。

58. 4.13 事務局機構一部改革、民主教育指導課

を同和教育指導課に変更。

58. 6. 1 事務局機構改革、部・室制を新設。

管理部（総務課、財務課、施設課）、

学校教育部（学事課、指導課、学校保

健課）、社会教育部（社会教育課、文

化課、市民体育課）、同和教育指導室、

西大寺分室。

58. 8.21 委員江草安彦が辞任。

58. 8.22 江草安彦の後任として赤枝郁郎が任命

される。

58. 9. 5 委員（教育長）水谷靖が辞任。

58. 9. 6 教育長職務代理者に教育次長永井一夫

を指定。

58.10. 1 水谷靖の後任として奥山桂が任命され

る。教育長に奥山桂を任命。

58.10. 7 委員小林稔が任期満了により退任。

58.10. 8 教育委員に辻吉之祐が任命される。

58.10.11 委員互選の結果、委員長に横田勉を選

出。

59. 8.31 委員赤枝郁郎、奥山桂が任期満了によ

り退任。

59. 9. 1 委員赤枝郁郎、奥山桂が再任される。

教育長に奥山桂を再任。

59.10.11 委員互選の結果、委員長に横田勉を選

出。

60.12.22 委員横田勉が任期満了により退任。

60.12.24 委員横田勉が再任される。

60.12.26 委員互選の結果、委員長に横田勉を選

出、委員長職務代理者に赤枝郁郎を指

定。

61.10. 3 委員喜多嶋美枝子が任期満了により退
任。

61.10. 4 委員喜多嶋美枝子が再任される。
61.12.26 委員互選の結果、委員長に赤枝郁郎を

選出、委員長職務代理者に辻吉之祐を
指定。

62.10. 7 委員辻吉之祐が任期満了により退任。
62.10. 8 委員辻吉之祐が再任される。
62.12.26 委員互選の結果、委員長に辻吉之祐を

選出、委員長職務代理者に喜多嶋美枝
子を指定。

63. 8.31 委員赤枝郁郎、奥山桂が任期満了によ
り退任。

63. 9. 1 委員赤枝郁郎、奥山桂が再任される。
教育長に奥山桂を再任。

63.12.26 委員互選の結果、委員長に喜多嶋美枝
子を選出、委員長職務代理者に横田勉
を指定。

平元.12.23 委員横田勉が任期満了により退任。
12.24 教育委員に平松掟が任命される。
12.26 委員互選の結果、委員長に赤枝郁郎を

選出、委員長職務代理者に辻吉之祐を
指定。

2.10. 3 委員喜多嶋美枝子が任期満了により退
任。

2.10. 4 教育委員に高田武子が任命される。
2.12.26 委員互選の結果、委員長に辻吉之祐を

選出、委員長職務代理者に平松掟を指
定。

3.10. 7 委員辻吉之祐が任期満了により退任。
3.10. 8 教育委員に藤原静雄が任命される。委

員互選の結果、委員長に平松掟を選出、
委員長職務代理者に高田武子を指定。

4. 8.31 委員赤枝郁郎、奥山桂が任期満了によ
り退任。

4. 9. 1 教育委員に片岡和男が任命される。委
員奥山桂が再任される。教育長に奥山
桂を再任。

4.10. 8 委員互選の結果、委員長に高田武子を
選出、委員長職務代理者に藤原静雄を
指定。

5.10. 8 委員互選の結果、委員長に藤原静雄を
選出、委員長職務代理者に片岡和男を
指定。

5.12.23 委員平松掟が任期満了により退任。
5.12.24 委員平松掟が再任される。
6.10. 3 委員高田武子が任期満了により退任。
6.10. 4 委員高田武子が再任される。
6.10. 8 委員互選の結果、委員長に片岡和男を

選出、委員長職務代理者に平松掟を指

定。

7. 2.27 教育長職務代理者に教育次長池芳昭を

指定。
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平7. 3.31 委員（教育長）奥山桂が辞任。

7. 4. 1 奥山桂の後任として戸村彰孝が任命さ

れる。

7. 4. 3 教育長に戸村彰孝を任命。

7.10. 7 委員藤原静雄が任期満了により退任。

7.10. 8 委員藤原静雄が再任される。委員互選

の結果、委員長に平松掟を選出、委員

長職務代理者に高田武子を指定。

8. 4. 1 事務局機構一部改革、学校保健課を廃

止し、保健体育課を新設。市民体育課

を廃止し、スポーツ振興課を新設。

8. 8.31 委員片岡和男、戸村彰孝が任期満了に

より退任。

8. 9. 1 委員片岡和男、戸村彰孝が再任される。

教育長に戸村彰孝を再任。

8.10. 8 委員互選の結果、委員長に高田武子を

選出、委員長職務代理者に藤原静雄を

指定。

9. 4. 1 事務局機構一部改革、財務課を廃止し

総務課内に財務室を新設。

9.10. 8 委員互選の結果、委員長に藤原静雄を

選出、委員長職務代理者に片岡和男を

指定。

9.12.23 委員平松掟が任期満了により退任。

9.12.24 教育委員に西田秀史が任命される。

10. 4. 1 事務局機構一部改革、学校教育部に学

校再編推進室を新設。学事課内に中高

一貫校開設準備室を新設。社会教育部

を生涯学習部に、社会教育課を生涯学

習課に名称変更。スポーツ振興課内に

国体準備室を新設。西大寺分室を廃止。

10.10. 3 委員高田武子が任期満了により退任。

10.10. 4 教育委員に平田嬉世子が任命される。

10.10. 8 委員互選の結果、委員長に片岡和男を

選出、委員長職務代理者に西田秀史を

指定。

11. 4. 1 事務局機構一部改革、 中高一貫校開設

準備室及び国体準備室（市長事務部局

へ）を廃止。

岡山後楽館中学校・高等学校（中高一

貫校）を開校。

11.10. 7 委員藤原静雄が任期満了により退任。
11.10. 8 教育委員に森靖喜が任命される。

委員互選の結果、委員長に西田秀史を
選出、委員長職務代理者に平田嬉世子
を指定。

12. 4. 1 事務局機構一部改革、 文化課を廃止し
文化財課を新設、文化財課内に岡山市
埋蔵文化財センターを新設。

学校再編推進室を廃止し新しい教育推
進課を新設。

12. 8.31 委員片岡和男、戸村彰孝が任期満了に
より退任。

12. 9. 1 教育委員に田 研二、玉光源爾が任命
命される。教育長に玉光源爾を任命。

12.10. 8 委員互選の結果、委員長に西田秀史を
選出、委員長職務代理者に平田嬉世子
を指定。

13. 4. 1 事務局機構一部改革、総務課内財務室
を廃止。
生涯学習課内に岡山市青少年育成セン
ターを新設。

13.10. 8 委員互選の結果、委員長に平田嬉世子
を選出、委員長職務代理者に森靖喜を
指定。

13.12.23 委員西田秀史が任期満了により退任。
13.12.24 教育委員に奥田哲也が任命される。
14. 4. 1 事務局機構一部改革、 同和教育指導室

を廃止し、人権同和教育室を新設。
14.10. 3 委員平田嬉世子が任期満了により退任。
14.10. 4 教育委員に内田通子が任命される。

委員互選の結果、委員長に森靖喜を選
出、委員長職務代理者に 研二を指田
定。

15.10. 4 委員互選の結果、委員長に 研二を田
選出、委員長職務代理者に奥田哲也を
指定。

15.10. 7 委員森靖喜が任期満了により退任。
15.10. 8 教育委員に井上眞澄が任命される。
16. 4. 1 事務局機構一部改革、 総務課、 新し

い教育推進課を廃止し、 教育企画総務
課、人事財務課を新設。
また、指導課の課内室として、教育支
援室を設置。保健体育課に学校給食セ
ンターを配置。

16. 8.31 委員 研二、玉光源爾が任期満了に田
より退任。

16. 9. 1 教育委員に塚本千秋が任命される。委
員玉光源爾が再任される。
委員互選の結果、委員長に奥田哲也を
選出、委員長職務代理者に内田通子を
指定。教育長に玉光源爾を再任。

17. 3.23 事務局機構一部改革、 教育企画総務課
の課内室として、御津分室、灘崎分室
を設置。

17. 3.31 委員（教育長）玉光源爾が辞任。

17. 4. 1 玉光源爾の後任として山根文男が任命さ

れる。教育長に山根文男を任命。

17. 9. 1 委員互選の結果、委員長に内田通子を

選出、委員長職務代理者に井上眞澄を

指定。

17.12.23 委員奥田哲也が任期満了により退任。

17.12.24 教育委員に佐々木浩史が任命される。

18. 4. 1 事務局機構一部改革、管理部、学校教

育部、生涯学習部を廃止。指導課内教
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育センターを課相当の総合教育センタ

ーとし、センター内に教育研究・研修

室、教育相談室を新設。

平18. 9. 1 委員互選の結果、委員長に井上眞澄を
選出、委員長職務代理者に塚本千秋を
指定。

18.10. 3 委員内田通子が任期満了により退任。

18.10. 4 教育委員に岡﨑優子が任命される。
19. 1.22 事務局機構一部改革、教育企画総務課

の課内室として、建部分室、瀬戸分室
を設置。生涯学習課に環境学習センタ
ー「めだかの学校」を配置。スポーツ
振興課に建部町Ｂ&Ｇ海洋センター、
瀬戸町総合運動公園を配置。

19. 4. 1 事務局機構一部改革、 スポーツ振興課
（市長事務部局へ）を廃止。
岡山市市民協働による自立する子ども
の育成を推進する条例（愛称岡山っ子
育成条例 岡山市条例第１４７号）を
制定、施行。

19. 9. 1 委員互選の結果、委員長に塚本千秋を
選出、委員長職務代理者に佐々木浩史
を指定。

19.10. 7 委員井上眞澄が任期満了により退任。
19.10. 8 教育委員に福武れい子が任命される。
20. 4. 1 事務局機構一部改革、青年の家を廃止。

犬島自然の家を生涯学習課に配置。
8.31 委員塚本千秋、山根文男が任期満了に

より退任。
20. 9. 1 教育委員に柳原正文、山脇健が任命さ

れる。教育長に山脇健を任命。
委員互選の結果、委員長に佐々木浩史
を選出、委員長職務代理者に岡﨑優子
を指定。

21. 3.31 委員福武れい子が願いにより退任。
21. 4. 1 教育委員に片岡雅子が任命される。

事務局機構一部改革、就学課新設。人
権同和教育室を廃し、指導課内に人権
教育室を設ける。施設課を学校施設課
に改称。

21. 9. 1 委員互選の結果、委員長に岡﨑優子を
選出、委員長職務代理者に片岡雅子を
指定。

21.12.23 委員佐々木浩史が任期満了により退任。
21.12.24 教育委員に渡辺勝志が任命される。
22. 4. 1 事務局機構一部改革、教育企画総務課

内御津分室、灘崎分室を廃し、総合教
育センターの教育相談室を指導課内に
移管するとともに教育研究・研修室を
廃止。

22. 9. 1 委員互選の結果、委員長に片岡雅子を
選出。委員長職務代理者に柳原正文を
指定。

22.10. 3 委員岡﨑優子が任期満了により退任。
22.10. 4 教育委員に塩田澄子が任命される。
23. 4. 1 事務局機構一部改革、総合教育センタ

ーを教育研究研修センターと改称。

23. 9. 1 委員互選の結果、委員長に柳原正文を
選出。委員長職務代理者に渡辺勝志を
指定。

23.10. 7 委員片岡雅子が任期満了により退任。
23.10. 8 教育委員に曽田佳代子が任命される。
24. 4. 1 事務局機構一部改革、教育企画総務課

内建部分室、瀬戸分室を廃止。
















